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国
造
本
紀

先
代
旧
事
本
紀
巻
+

道
奥
菊
多

国
造

(応
神
)

軽
嶋
豊
明
御
代
、
以
二建
許
呂
命
児
屋
主
乃
禰
一定
コ
賜
国
造

「

道

口
岐
閑
国
造

軽
嶋
豊
明
御
世
、
建
許
呂
命
児
宇
佐
比
乃
禰
定
訓
賜
国
造

「

阿
尺
国
造
　ば
　
　

志
賀
高
穴
穂
朝
御
世
、
阿
岐

閑
国
造
同
祖
、
天
湯
津
彦
命
十
世
孫

比
止
禰
命
定
ゴ
賜
国
造
一、

思
国
造

志
賀
高
穴
穂
朝
御
世
、

阿
岐
閑
国
造
同
祖
、

十
世
孫

志
久

麻
彦

定
コ賜

国
造

、

伊
久
国
造

志
賀
高
穴
穂
朝
御
世
、

阿
岐
国
造
同
祖
、

十
世
孫
豊
島
命
定
山
賜

国
造

㌦

染
羽
国
造

志
賀
高
穴
穂
朝
御
世
、
阿
岐
国
造
同
祖
、

十
世
孫
足
彦
命
定
コ
賜

国
造

一、

浮
田
国
造

・

　　
　
　

志
賀
高
穴
穂
刺
、
瑞
簾
朝
五
世
孫
賀
我
別
王
定
ゴ
賜
国
造
、

信
夫
国
造

志
賀
高
穴
穂
朝
御
世
、
阿
岐
国
造
同
祖
、
久
志
伊
麻
命
孫
久
麻
直

定
訓賜
国
造
六

白
河
国
造

志
賀
高
穴
穂
刺
御
世
、
天
降
天
田
都
彦
命
十

一
世
塩
伊
乃
巳
自
直

定
ゴ
賜
国
造
当

石
背
国
造

志
賀
高
穴
穂
朝
御
世
、
以

一建
許
侶
命
児
建
弥
依
米
命
六
定
笥
賜
国

造
へ

石
城
国
造

志
賀
高
穴
穂
朝
御
世
、
以
二建
許
呂
命
一定
コ賜
国
造
、

せ
ん
だ
い

く

じ

ほ
ん

ぎ

圏

「
先
代
旧
事
本
紀
」
は
、
旧
事
本
紀
ま
た
旧
事
紀
と
も
よ
ば
れ

る
。
古
代
の
伝
承
に
基
づ
い
て
平
安
初
期
に
編
さ
ん
さ
れ
た
と
推
定
さ

れ
て
い
る
。

こ
れ
に
収
め
ら
れ
る
国
造
本
紀
も
し
た
が
っ
て
確
実
性
の

保
証
は
な
い
が
、
他
に
は
み
ら
れ
な
い
所
伝
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
浜

み
ち
の
く
ち
き
ぺ

み
ち
の
お
く
き
く
た

通
り

で
は
、
道

口
岐
閑
国

(
北
茨
城
市
)
.
道
奥
菊
多
国

(
い
わ
き
市
南
部
)

い
わ

き

し
め

は

・
石
城
国

(
い
わ
き
市
北
部
、
双
葉
郡
南
部
)

・
染
羽

国

(標
葉
。
現
在
の
双

う
だ

葉
郡
北
部
)
浮

田
国

(宇
多
。
現
在
の
相
馬
市

・
新
地
村

・
鹿
島
町

・
原
町
市

・

小
高
町
)

.
思
国

(
日
利
国
の
誤
写
か
。
宮
城
県
亘
理
郡
)
、

ま
た
中
通

り
で

い
わ
せ

ら
さ
か

は
白

河
国

(
西
白
河

・
東
白
川

・
石
川
)

・
石
背

国

(
岩
瀬
)

・
阿
尺

(
安

い
ぐ

積

・
安
達

・
田
村
)

・
信
夫

国

(
福
島
市

・
伊
達
郡
)

・
伊
久
国

(宮
城
県
伊

具
郡
)

の
諸
国
が
設
置
さ
れ

、

国
造
が
定

め
ら
れ
た

こ
と

が
記

さ
れ

て
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い
る
。
そ
の
う
ち
菊
多
と
岐
閑
が
応
神
天
皇
の
時
代
で
あ
る
ほ
か
は
、

み
な
成
務
天
皇
の
時
代
と
さ
れ
て
い
る
。
中
国
の
宋
書
に
み
え
る
倭
の

五
王
の
ひ
と
り
で
あ
る
讃
を
仁
徳
天
皇
と
す
れ
ば
、
成
務
天
皇
の
世
は

四
世
紀
な
か
ご
ろ
と
み
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
る
限
り
で
は
白
河
国
の
設
置

は
そ
の
こ
ろ
と
な
る
。

二

続

日
本
紀

巻
八

養
老
二
年
五
月

二
日
条

テ

ノ

(
亘

)

ノ

割
三陸
奥
国
之
石
城
、
標
葉
、
行
方
、

宇
太
、

日
理
、

常
陸
国
之
菊

ヲ

ク

ヲ

テ

多
六
郡

「置
.右

城
国

」割

一白
河
、

石
背
、

会
津
、

安
積
、

信
夫
五

ヲ

ク

ヲ

テ

ノ

ノ

ノ

ヲ

テ

テ

ノ

郡

、置
二
石
背
国

「割

一常
陸
国
多
珂
郡
之
郷
二
百

一
十
姻
「名
日
二
菊
多

ト

ス

ノ

ニ

郡

、属

二
石

城

国

一焉
、

ゐ
ち
の
く

露

國

大
化
改
新
に
よ
っ
て
道
奥
国
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
は
七
世
紀
末

こ
ろ
か
ら
陸
奥
国
の
文
字
に
改
め
ら
れ
た
。
(出
羽
国
は
七

一二
年
設
置
)
。

は
じ
め
道
奥
国
11
陸
奥
国
に
属
し
て
い
た
白
河
郡
は
、
養
老
二
年

(七

い
わ

せ

一
八
)
五
月
石
背
国
の
成
立
に
し
た
が
っ
て
こ
れ
に
属
し
、
矢
吹
町
の

地
域
も
同
国
に
属
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
石
城

・
石
背
二
国
は

ま
も
な
く
廃
止
さ
れ
、
白
河
郡
は
再
び
陸
奥
国
に
属
し
た
。
石
城

・
石

背
二
国
の
廃
止
の
時
期
は
、
養
老
四
年

(七
二
〇
)
十
二
月
以
後
神
亀

五
年

(七
二
八
)
、
お
そ
ら
く
は
神
亀
元
年
三
月
ま
で
の
間
と
み
ら
れ

る
。

三

類
聚
国
史

巻
八
士
二免
租
税

養
老

四
年
十

一
月

二
十
六
日
条

廿
六

十

一
月
甲
戌
、
勅
、

陸
奥
、

石
背
、

石
城
三
国
調
庸

井
租
、

減
口

之
、
唯
遠
江
h

常
陸
、
美
濃
、
武
蔵
、
越
前
、

出
羽

六
国
者
、

免
二

征
卒
及
厩
馬
従
等
調
庸
井
房
戸
租

、

圃

養
老
四
年

(七
二
〇
)
石
背

・
陸
奥

・
石
城
三
国
の
調

・
庸

・

租

の
軽
減

の

こ
と
が
定

め
ら
れ
た
。

四

続

日
本
紀

巻
八

養
老
五
年
六
月
十
日
条

シ
テ

ノ

ノ

テ

ニ

ス

詔
日
、

(中
略
)
又
陸
奥
筑
紫
辺
塞
之
民
、

数
遇
二
煙
塵
「
玖
訓
労
戎

ニ

シ

カ
ノ
こ

ナ
ラ

ス

シ

ス

ヒ
テ

ヲ

ク

テ

レ

ミ

ク

ク

役
㌦
加

以

父
子

死
亡
、
室
家
離
散
、
言
念
二於
此

㌦深
以
冶
懐
、

宜
レ

ノ

ヲ

ノ

ミ

ソ
カ
ラ

テ

ヲ

シ

フ

シ

ニ

令
レ免

二
当
年
調
庸

「
諸
国
軍
衆
、
親
帥

二戦

兵
「殺

山獲

逆
賊
「乗

・勝

フ

ル
ヲ

ニ
ハ

ハ
ン

ヲ

ソ
テ

ヲ

セ

ル

ニ
ハ

ニ

セ

ン

追

レ
北
者
、
賜

復̀

二
年

臼
口
訓
犯
矢
石

、身
死

去
者
、
父
子
並
復

二
一

ヲ

ン

キ

ハ

レ

ル

ノ

ヲ

シ
テ

ス

ス

ル
コ
ト

年

「如
無

レ子
者
、
昭
穆
相
当
郷
里
者
、
議

亦
聴
レ復

之
、

〔解
國

陸
奥
国
の
人
々
の
戦
に
徴
役
さ
れ
る
労
苦
に
対
し
て
、
国
家
は

こ
の
年
の
調
庸
免
除
を
も
っ
て
慰
労
し
た
。

こ
の
年
現
在
、
白
河
郡

(矢
吹
地
方
)
は
石
背
国
に
属
し
て
い
る
が
、
陸
奥
国
に
準
じ
て
考
え
て

よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。
前
号
の
調
庸
租
の
軽
減
も
同
様
の
趣
旨
に
よ
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
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五

続

日
本

紀

巻
九

養

老

六
年

閏

四

月

二
十

五

日
条

辛
丑
朔
・
廿
五

ソ
テ

コ
ノ
コ
・

ノ

カ
ニ
フ
リ

ヲ

閏

四

月

乙

丑
、

太
政

官

奏

日
、

廼

者

、

辺
郡

人

民
、

暴

被

二
憲

賊

ヘ

ニ

テ

ニ

ス

ン

ハ

ヘ

ノ

ひ

ハ

サ
ン

ヲ

ヲ

テ

遂
適
二東
西

「
流
離
分
散
、
若
不
レ加
二
衿
仙

「
恐
胎

二後
患

「
是
以
聖

テ

ヲ

ス

ル

ヲ

ノ
テ

ナ
リ

ン
ス

ル
ヲ

ヲ

ラ

ケ

ハ

ノ

王
立
レ制
、
亦
務
実
レ
辺
者
、
蓋
以
レ
安
二
中
国

一也
、
望
請
、
陸
奥
按

ノ

バ

ク
ニ

シ
テ

シ

フ

ノ

ヲ

察
使
管
内
、
百
姓
庸
調
浸
免
、
勧
コ
課
農
桑

㌦
教
-習
射
騎

「
更
税
助

ノ

ハ

メ
ン

セ

ブ

ノ

ニ

ニ

ノ

ハ

し

コ
ト

ヲ

辺
之
資
、
使

レ擬
二賜

レ夷
之
禄

「
其
税
者
、
毎
卒

一
人
、
輸
レ
布
長

一

ニ

セ

て

ノ

ノ

ヒ

丈
三
尺
、

澗

一
尺
八
寸
、

三
丁
成
レ
端
、

其
国
授
刀
兵
衛

々
士
及
位

ニ

ノ

ヘ

ニ

子
帳
内
資
人
、
井
防
閤
仕

丁
、
采

女
仕
女
、

如
レ
此
之
.類
、

皆
悉
放

シ
ノ

ハ
シ
メ

ン

ニ

ン

ラ

ハ

ル

コ
ト

ヲ

ア

コ

ノ

ト

還

、

各

従

二
本

色

「
若

有

レ
得

レ
考

者

、

以

・
六

年

一
為

レ
叙

、

一
叙

以

ハ

ラ

ラ

ン

ニ

ノ

テ

う

ン

シ
テ

ニ

メ

サ

ハ

ヲ

ノ

後
、
自
依
二
外
考

、
即
他
境
之
人
、
経
レ年
居
住
、

准
レ例
徴

レ税

、以

一

ニ

リ

ル
ヲ

ソ
テ

ヲ

ン

ア

ラ

ノ

ニ

ノ

な

ル

レ

ノ

ナ
リ

見
来
占
一、
附
二
後

一
年

、
而
後
依
レ
例
、

又
食
之
為
レ
本
、

是
民
所

ノ

ト
ベ

ル

テ

ニ

ル

ハ

ヲ

ノ

ラ
ケ

ヘ

メ

フ

テ

ヲ

テ

へ

天

、
随

レ
時

設

レ
策
、

治

国
要

政
、

望

請

、

勧

し
農

積

レ
穀
、

以
備

二
水

ニ

テ

ネ
テ

ニ

シ

フ

シ

ノ

ヲ

早

「
傍
委
一所

司

「
差
コ
発
人
夫
、
開
コ墾
膏
駅
之
地
良
田

一
百
万
町

「

ノ

ル
コ
ト

ヲ

ニ

ノ
テ

チ

ヒ

ヲ

ノ

ユ
ル

ハ

ン

ヨ
リ

其
限
レ役
十
日
、
便
給
二根
食

「
所

レ漬
調
度
、
官
物
借
レ之
、
秋
収
而

ニ

メ

ン

リ

ヘ

シ

ラ

ハ

巳ア

ヲ

ル
コ
ト

rフ

ピ

ニ

後
、
即
令
二造
備

㌦
若
有

卜
国
郡
司
詐
作
二
逗
留

「
不
中
肯
開
墾
b
並
即

セ
ヨ

ト
モ

ト

ヲ

フ

ノ

ス

ニ

シ

ノ

ニ

解
却
、
錐

レ経
二恩
赦

、
不

在̀

　免

限
へ
如
部
内
百
姓
、
荒
野
閑
地
、

ク

テ

ヲ

ろ
ル

コ
ト

ヲ

ニ

ハ

ヘ

ヲ

能
加
二功
力
「
収
謝獲
雑
穀

一三
千
石
已
上
、
賜

動
{六
等

「

一
千
石
以

ニ
ハ

マ
テ

ヲ

シ

メ
ン

ニ

ヒ
バ

ヲ

ン

ヲ

ノ

上
終
レ身
勿
レ事
、
見
帯

二
八
位
巳
上
一
加
二
勲

一
転

「
即
酬
賞
之
後
、

ソ

ノ

ノ

ハ

マ

テ

ダ

ヲ

サ

ン

ニ

シ
テ

コ
ト
ハ

ヲ

稽
遅
不
レ営
、
追
奪
二位
記

「
各
還

一本
色

「
又
公
私
出
挙
、
取

レ利
十

分
之
=魂
.
又
言
聖

鳳
四馬
之
颪
、
衣
禽
鳥

レ嘱
、
鎮
無
コ
儲
根

「
働
穂
⊃

ニ

テ

ニ

サ
ソ

メ

ヲ

セ
ハ

ニ

ツ
テ

ノ

ヲ

ス

ヲ

固
守

、
募

レ民
出
レ
穀
、
運
」輸
鎮
所

汽
可
下
程
二
道
遠
近

一為
上
レ差
、
委

ス
ル

コ
ト

テ

ヤ

ハ

ハ

キ

ハ

ヲ

ン

ワ

輸

以

一遠

二
千
鮒
、

次
三
千
魁
、

近
四
千
餅

、
授
二
外
従
五
位
下

ハ

ス

ヲ

ノ

ヨ
リ

マ

テ

ニ

テ

ノ

ニ

ヲ

奏

訓可
之

「
其
六
位
已
下
、
至
二
八
位
已
上
㌦
随
二
程
遠
近

一運
レ
穀
多

ハ

ナ
リ

ノ

ニ

少
、
亦
各
有
レ差
、

語
具
二格
中

「

[属
㎞
〕
養
老
六
年

(七
二
二
)
い
わ
ゆ
る
蝦
夷
の
侵
攻
を
う
け
て
生
活

不
安
の
状
態
に
あ
る
陸
奥
国
の
百
姓
に
対
す
る
優
遇
措
置
を
定
め
た
も

の
。
庸
調
を
免
除
し
、
農
桑
を
勧
課
し
、
射
騎
を
教
習
さ
せ
る
こ
と
。

ま
た
衛
士

・
帳
内
資
人

・
仕
丁
・
采
女

・
仕
女
な
ど
を
免
除
し
、
ま
た

位
官
の
叙
任
は
外
考
の
十
年
を
短
縮
し
て
内
考
の
六
年
を
も
っ
て
す
る

こ
と
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
さ
ら
に
良
田
百
万
町
の
開
墾
計
画
が
提
起

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
陸
奥
国
に
関
連
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
当
時

の
日
本
の
総
人
口
は
六
〇
〇
万
人
と
さ
れ
て
い
る
。
六
歳
以
上
の
男
子

の
口
分
田
二
段
歩
を
か
り
に
こ
の
全
人
口
に
あ
て
た
と
し
て
も
当
時
の

口
分
田
総
面
積
は

一
二
〇
万
町
歩
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
実
現
し
な
か
っ

た
と
は
い
え
、
こ
の
開
墾
計
画
の
壮
大
さ
は
明
白
で
あ
る
。

六

続
日
本
紀

巻
+

神
亀
五
年
四
月
十

一
日
条

フ

ウ

ニ

セ

ノ

ノ

丁

丑
、
陸
奥
国
請
卜新
置

一白
河
軍
団
皿

ト

ニ

ス

ヲ

軍
団
h並
許
レ之
、

テ

ノ

ヲ

ン
コ
ト

ヲ

ノ

、
又
改
二
丹
取
軍
団
一
為
中
玉
作
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團

神
亀
五
年

(
七
二
八
)
白
河
軍
団
が
設
置
さ
れ
た
。

七

続

日
本
紀

巻
二
+
九

神
護
景
雲
三
年
三
月
士

二
日
条

　

　ニ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

辛
巳
、
陸
奥
国
白
河
郡
人
外
正
七
位
上
丈
部
子
老
、
賀
美
郡
人
丈
部

ノ

ノ

ニ

フ

ヲ

国
益
、
標
葉
郡
人
正
六
位
上
丈
部
賀
例
努
等
十
人
、

賜

　姓
阿
倍
陸

ノ

ト

ノ

ノ

ニ
ハ

ノ

ノ

奥
臣
「
安
積
郡
人
外
従
七
位
下
丈
部
直
継
足
阿
倍
安
積
臣
、
信
夫
郡

ノ

ニ
ハ

ノ

人
外
正
六
位
上
丈
部
大
庭
等
阿
倍
信
夫
臣
、
柴
田
郡
人
外
正
六
位
上

ノ

ニ

ハ

ノ

ノ

ノ

ニ

ハ

丈
部
嶋
足
安
倍
柴
田
臣
、
会
津
郡
人
外
正
八
位
下
丈
部
庭
虫
等
二
人

ノ

ノ

ノ

ニ

ハ

ノ

阿
倍
会
津
臣
、
磐
城
郡
人
外
正
六
位
上
丈
部
山
際
於
保
磐
城
臣
、
牡

ノ

ノ

ニ
ハ

ノ

　
　ロ
　
　

ノ

鹿
郡
人
外
正
八
位
下
春
日
部
奥
麻
呂
等
三
人
武
射
臣
、
日
理
郡
人
外

ノ

ニ
ハ

ノ

ノ

従
七
位
上
宗
何
部
池
守
等
三
人
湯
坐
日
理
連
、
白
河
郡
人
外
正
七
位

ノ

ノ

ノ

下
靱
大
伴
部
継
人
、
黒
川
郡
人
外
従
六
位
下
靱
大
伴
部
弟
虫
等
八

ニ
ハ

ノ

ノ

ノ

ニ

ハ

人
、
靱
大
伴
連
、
行
方
郡
人
外
正
六
位
下
大
伴
部
三
田
等
四
人
大
伴

ノ

ノ

ノ

ニ

ハ

ノ

行
方
連
、
苅
田
郡
人
外
正
六
位
上
大
伴
部
人
足
大
伴
苅
田
臣
、
柴
田

ノ

ノ

ニ

ハ

ノ

ノ

郡
人
外
従
八
位
下
大
伴
部
福
麻
呂
大
伴
柴
田
臣
、
磐
瀬
郡
人
外
正
六

ノ

ニ

ハ

ノ

ノ

ノ

位
上
吉
弥
侯
部
人
上
磐
瀬
朝
臣
、
宇
多
郡
人
外
正
六
位
下
吉
弥
侯
部

ニ

ノ

ノ

文
知
上
毛
野
陸
奥
公
、
名
取
郡
人
外
正
七
位
下
吉
弥
侯
部
老
人
、
賀

ノ

ノ

ニ

ハ

ノ

美
郡
人
外
正
七
位
下
吉
弥
侯
部
大
成
等
九
人
上
毛
野
名
取
朝
臣
、
信

ノ

ノ

ニ
ハ

ノ

夫
郡
人
外
従
八
位
下
吉
弥
侯
部
足
山
守
等
七
人
上
毛
野
鍬
山
公
、
新

ノ

ニ
ハ

ノ

ノ

田
郡
人
外
大
初
位
上
吉
弥
侯
部
豊
庭
上
毛
野
中
村
公
、
信
夫
郡
人
外

ノ

ニ
ハ

ノ

ノ

少
初
位
上
吉
弥
侯
部
広
国
下
毛
野
静
戸
公
、
玉
造
郡
人
外
正
七
位
上

ノ

ニ

ノ

ニ

レ

ノ

ミ

ャ
ッ

コ

ノ

吉
弥
侯
部
念
丸
等
七
人
下
毛
野
傭
見
公
、
並
是
大
国
造
道
嶋
宿
禰
嶋

カ

ナ
リ

フ

足
之
所

レ請
也
、

團

神
護
景
雲
三
年

(七
六
九
)
白
河
郡
の
蓑
離
デ
老
・
轄
惣
儒
静

か
ば
ね

継
人
が
姓
を
賜
わ
っ
た
。

こ
の
姓
の
称
か
ら
み
れ
ば
、
白
河
地
方
に
阿

倍
氏

・
大
伴
氏
の
勢
力
が
浸
透
し
て
い
た
こ
と
が
し
ら
れ
る
。

八

続
日
本
紀

巻
三
+
六

宝
亀

十

一
年
十
二
月

二
十
七
日
条

ノ

ノ

ス

ノ

ニ

丁
巳
、
陸
奥
鎮
守
副
将
軍
従

五
位
上
百
済
王
俊
哲
等
言
、

己

等

為
レ

ノ

レ
テ

マ

ツ

カ
レ

キ

ス

シ
テ

テ

ノ

ニ

チ

賊
被

レ囲
、
兵
疲
矢
尽
、
而
祈
二
桃
生
白
河
等

郡

神

一
十

一
社
「
乃

タ
リ

ス
コ
ト

ヲ

ヲ

リ

ハ

サ

ル

ニ

ソ

セ
ン

ヲ

フ

カ
ラ

シ
メ

ン
ト

ニ

ス

ヲ

得

レ
潰

レ
囲

、自

」非

二
神

力

一、
何

存

二
軍

士

汽
請

預

一幣

社

「
許

レ
之
、

圏

宝
亀
十
一
年

(七
八
〇
)
俄
浄
駕
繋

即
に
対
す
る
征
討
軍
は
、

桃
生

・
白
河
郡
な
ど
の
神
威

に
よ

っ
て
包

囲
を
脱
す
る

こ
と
が
で
ぎ
た
。

こ
の
た
め
に
、
こ
れ
ら

の
十

一
社

は
幣
社

(
官
社
)

に
指
定
さ
れ
る

こ

と
と
な

っ
た
。
な

お
、

こ
の
記
述

は
、

「
日
本
紀
略

」

に
も
み
え
る
。

庚 重
子 一 九

日
本
後
紀

巻
五

延
暦

十
六
年
正
月
十
三
日
条

陸
奥
国
白
川
郡
人
外
口
八
位
口
大
伴
部
足
猪
等
賜
二
大
伴
白
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代 一記録資料一第2編 古

ワ
タ
リ

河
連
「
日
理
郡
人
五
百
木
部
黒
人
大
伴
日
理
連
、
黒
河
郡
人
外
少
初

ナ

メ
カ
タ

位
上
大
伴
部
真
守
、
行
方
郡
人
外
少
初
位
上
大
伴
部
兄
人
等
大
伴
行

方
連
、

安
積
郡
人
外
少
初
位
上
丸
子
部
古
佐
美
、

大
田
部
山
前
、

富
田
郡
人
丸
子
部
佐
美
、

小
田
郡
人
丸
子
部
稲
麻
呂
等
大
伴
安
積

連
、
遠
田
郡
人
外
大
初
位
上
丸
子
部
八
千
代
大
伴
山
田
連
、
磐
瀬
郡

人

一

一
大
伴
宮
城
連
、

圏

延
暦
十
六
年

(七
九
七
)
白
河
郡
の
大
伴
部
足
猪
が
大
伴
白
河

連
の
姓
を
賜
わ
っ
た
。

口
O

新
抄
格
勅
符
第
十
巻
抄

神
事
諸
家
封
戸

大
同
元
年
牒

神
封
部
合
四
千
八
百
七
十
六
戸

(
中
略
)

鹿
嶋
神

二
戸

陸
奥
国
延
暦
元
年
五
月
+
四
日
符

伊
波

刀
和
気
神

二
戸

同
国
宝
亀
四
年
九
月
符

白
河
神

二
戸

同
国
同
年
+
月
+
日
符

苅
田
神

二
戸

伊
具
波
夜
別
神

二
戸

同
国
同
日
符

月
山
神

二
戸

出
羽
国
同

年
同
月
符

圃

大
同
元
年

(
八
〇
六
)

現
在
で
全
国
の
神
社
に
対
す
る
挫
斤

(
そ
の
戸
の
租
庸
調
が
封
主
の
収
入
と
さ
れ
る
も
の
)
は
四
、
八
七
六

を
か
ぞ
え
た
。
白
河
郡
の
伊
波
刀
和
気
神

・
白
河
神
の
封
戸
は
宝
亀
四

年

(七
七
三
)

の
太
政
官
符
に
よ
っ
て
施
入
さ
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
。
伊
波
刀
和
気
神
は
白
河
関
の
関
門
の
守
護
神
で
あ
る
関
山
二
所

明
神
。
白
河
神
は
白
河
郷

・
白
河
軍
団
の
守
護
神
で
現
在
の
白
河
市
鹿

島
神
社
と
さ
れ
て
い
る
。

「新
抄
格
勅
符
抄
」
は
第
十
巻
の
み
が
現
存
す
る
。
宝
亀

十

一
年

(七
八
〇
)

か
ら
長
保
三
年

(
一
〇
〇

一
)
に
至
る
太
政
官
符
を
分
類

集
録
し
て
い
る
。

日
本
後
紀

巻
二
+
一
弘
仁
二
年
四
月
二
十
二
日
条

廃

一陸
奥
国
海
道
十
駅

一、
更
於
下
通
二常
陸
【
道
卸

置
二
長
有
、
高
野

二
駅

「
為
レ告
二
機
急
一也

團

〕
弘
仁
二
年

(
八
一
一
)
、
陸
奥
国
海
道

(浜
通
り
)
の

一〇
駅

ひ

た
ち

が
廃
止
さ
れ
、
か
わ
っ
て
常
陸
に
通
ず
る
久
慈
川
ぞ
い
の
道
に
長
有

・

高
野
の
二
駅
が
設
置
さ
れ
た
。

長
有
は
現
在
の
茨
城
県
大
子
町
で
あ
り
、
ま
た
高
野
は
塙
町
の
地
と

み
ら
れ
る
。

=

一

類
聚
三
代
格

巻
+
八

軍
毅
兵
士
鎮
兵
事

太
政
官
符

一
分

し番

令
レ守
二城
塞
一事
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兵
士
六
千
人

並
勲
九
等
已
下
白
丁
已
上

旧
数
二
千
人
擬

璽

獄

ア
サ

カ

今
請
コ加
四
千
ム

鶏

璽

赦

按
驕

蒋
M

右
此
国
鎮

兵
之
外

、更
点
二兵
士

「
多

則

一
万

、少
則
二
千
、応
・機
随
レ

変

、無
レ有
二定
例

「
伏
謂

、更
加
一四
千
人
、
通
レ前
六
千
人

、分
結

「六

番

「
以
レ旬
相
代
、因
コ
循
前
例
、
可
レ食

一一私
根

「
唯
勲
位
者
免
二夫
妻

口
分
租

一、
示
レ別
二白
丁

一、

(中
略
)

以
前
奉

レ勅

、陸
奥
国
司
奏
状
如

・
前
、具
任

レ
所
匿請
、途
勤
二
兵
権

「

不
レ
可
二
簡
略

「

弘
仁
六
年
八
月
廿
三
日

團

弘
仁
六
年

(
八

一
五
)
、
白
河
軍
団
に

一
〇
〇
〇
人
の
兵
士
が

配
備
さ
れ
、
六
番

一
〇
日
交
代
で
勤
務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
兵
士
は

一
般
農
民
の
役
で
あ
り
食
糧
は
自
弁
で
あ
る

(勲
位

の
あ
る
者
は
夫
妻

分
の
租
を
免
除
)
。
同
年
現
在
で
福
島
県
地
方
に
は
白
河

・
安
積

・
行

方

(現
相
馬
郡
)
の
三
軍
団
が
存
在
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
が
、
資
料

一
七
に
よ
れ
ば
永
和
十
五
年

(
八
四
八
)
現
在
で
の
磐
城
軍
団
の
存
在

が
し
ら
れ
る
。

=
二

類
聚
三
代
格

巻
+
八
関
井
峰
候
審

太
政
官
符

ヤ
ク

タ

ヒ
ヰ

応
下
准
二
長
門
国
関

一勘
刺
過
白
河
菊
多
両
劃
上
事

右
得
二陸
奥
国
解

一称
、
槍
二
旧
記

、
置

レ劃
以
来
、
干
レ
今
四
百
余
歳

　

、至
レ有
二
越
度

「
重
以
決
罰
、
謹
槍
二格
律
「
無

レ見
二件
剴
、
然
則

錐
・有
レ所

・犯
不
レ
可
二轍
勘

、
而
此
国
俘
囚
多
レ
数
、
出
入
任
レ
意
、

若
不
二勘
過

一、
何
用
為

レ固
、
加
以
進
レ
官
雑
物
触
レ
色
有
レ数
、
商
旅

之
輩
蠣
買
将
去
、
望
請
、

勘
過
之
事
、

一
同

一長
門

「
謹
請
二
官
裁
一

者
、
権
中
納
言
従
三
位
兼
行
左
兵
衛
督
藤
原
朝
臣
良
房
宣
、
奉

レ勅
、
依
レ請
、

承
和
二
年
十
二
月
三
日

團

白
河

・
菊
多

(勿
来
)
の
両
関
の
通
行
規
制
を
燃
陣
関

(下
関

市
)
と
同
じ
く
す
る
こ
と
を
定
め
た
承
和
二
年

(八
三
五
)

の
太
政
官

符
。
白
河
関
な
ど
の
設
置
が
五
世
紀
初
め
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ぎ
や
く

「類
聚
三
代
格
」
は
弘
仁

・
貞
観

・
延
喜
の
三
代
の
格
を
分
類
編
集
し

た
も
の
。

一
四

続

日
本
後
紀

巻
五

承
和
三
年
正
月
二
十
五
日
条

乙
丑
、

詔
奉

レ宛
二
陸
奥

国
白
河
郡
従
五
位
下
勲

十
等
八
溝
黄
金
神
封

戸
二
姻

、
以
下
応
二国
司
之
薦

一、
令
レ採
訓得
砂
金

一、
其

数
倍
レ常
能
助
中

遣
唐
之
資
土
也
、

囲

凹

承
和
三
年

(
八
三
六
)
白
河
郡
の
八
溝
黄
金
神
に
封
戸
二
が
あ
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て
ら
れ
た
。
そ
の
地
で
砂
金
が
採
取
さ
れ
、
遣
唐
使
派
遣
の
資
を
助
け

た
た
め
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
記
述
は

「
日
本
紀
略
」
に
も
み
え
て
い

る
。

一
五

続

日
本
後
紀

巻
+

承
和
八
年
正
月
二
十
二
日
条

せ

　

癸
巳
、
奉

レ授
下
坐
二陸
奥
国
白
河
郡
一勲
十
等
都

々
古
和
気
神
従
五
位

下
ム
余
如
・故
、

團

こ
れ
と
同
じ
記
事
が
、

「
続
日
本
後
紀
」

の
同
年
三
月
二
十
二

日
癸
巳
の
条
に
も
重
複
し
て
み
え
る
。

余
如
レ故
、」
陸
奥
国
白
河
郡
大
領
外
正
七
位
上
奈
須
直
赤
竜
、
磐
瀬

郡
権
大
領
外
従
七
位
上
勲
九
等
丈
部
宗
成
、
磐
城
団
擬
少
毅
陸
奥
丈

部
臣
継
嶋
、
権
主
政
外
従
七
位
下
丈
部
本
成
、
信
夫
郡
擬
主
帳
大
田

部
月
麻
呂
、
標
葉
郡
擬
少
領
陸
奥
標
葉
臣
高
生
、
伊
具
郡
麻
続
郡
戸

主
磐
城
団
擬
主
帳
陸
奥
臣
善
福
、
色
麻
郡
少
領
外
正
七
位
上
勲
八
等

同
姓
千
継
等
八
姻
賜
二
姓
阿
倍
陸
奥
臣
㌦

　
　

　

な
や
の
あ
た
い
あ
か
た
つ

匿

白
河
郡
大
領
奈
須
直
赤
竜
ら
が
阿
倍
陸
奥
臣
の
姓
を
賜
わ
っ
た
。

か

み

大
領
は
郡
司
の
長
官

(
一
等
官
)
で
あ
る
。
奈
須
の
称
か
ら
下
野
那
須

と
の
関
係
が
う
か
が
わ
れ
る
。

代 一記録資料一第2編 古

一
六

続

日
本
後
紀

巻
+
三

承
和

十
年

十

一
月
十
六
日
条

陸
奥
国
白
河
郡
百
姓
外
従
八
位
上
勲
九
等
狛
造
智
成
戸

一
姻
、

改
レ姓
為
二陸
奥
白
河
連
「
同
国
安
積
郡
百
姓
外
少
初
位
下
狛
造
子
押

麻
呂
戸

一
姻
、
改
・姓
為
二陸
奥
安
達
連
、

團

承
和
十
年

(八
四
三
)
、
白
河
郡
の
百
姓
獅
穆
擁
晦
脚
陸
奥
白

む
ら
じ

河
連

の
姓
を
許
さ
れ
た
。

一
七

続

日
本
後
紀

巻
+
八

承
和
十
五
年
五
月
十
三
日
条

辛
未
、
奉
レ
授
二
陸
奥
国
従
五
位
下
勲

九
等
刈

田
嶺
名
神
正
五
位
下
h

一
八

延
喜
式

〔巻
十

神
紙
十

神
名
下
〕

陸
奥
国
青
座
蜂

錘

座

藩

郡
七
座
難

醗

穀

幕

簿

社
銘
神

白
河
神
社

飯
豊
比
売
神
社

じ

ハ

ツ

ノ

コ

ワ

ヶ

ノ

石
都
都
古
和
気
神
社

ず

ハ

ト

ワ

ケ

ノ

伊
波
止
和
気
神
社

ヤ

ミ

ソ

ノ

八
溝
嶺
神
社

ナ

カ
ク
ラ

ノ

永
倉
神
社
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(
中
略
)

イ

ハ
セ

ノ

磐
瀬
郡

一
座
小

ツ
キ

ノ

枠
衝
神
社

〔巻
二
十
二

民
部
上
〕

東
山
道

陸
興
国
大
管
シ
ラ

カ
ハ

イ

ハ

セ

ア

ヒ

ツ

ヤ

マ

ア
サ

カ

ア

タ
チ

シ
ノ

白
河
、
磐
瀬
、
会
津
、
耶
麻
、
安
積
、
安
達
、

信

フ

カ
リ

タ

シ

ハ
タ

ナ

ト
リ

キ
ク

タ

イ

ハ

キ

シ

ネ

ハ

夫
、

刈
田
、
柴
田
、
名
取
、
菊
多
、
磐
城
、
標
葉

ナ

メ
カ
タ

ゥ

タ

イ

ク

ワ

タ
リ

ミ
セ

キ

ク

ロ

カ
ワ

カ

行
方
、
宇
多
、
伊
具
、

日
理
、

宮
城
、
黒
川
、
賀

ミ

シ

カ

ソ

タ

マ
ツ
ク
リ

シ

タ

ク

リ

ハ
　フ

イ

ハ

ヰ

エ

サ
シ

美
、
色
麻
、
玉
造
、
志
太
、
栗
原
、
磐
井
、
江
刺

ナ

カ
ヲ

カ

ニ
フ

タ

ヲ

タ

ト

ホ

タ

ト

ヨ
ネ

モ
ト

胆
沢
、
長
岡
、
新

田
、
小
田
、
遠

田
、
登
米
、
桃

ノ
フ

ケ

セ
ン

ヲ

シ

カ

生

、

気

仙
、

牡

鹿
、

〔巻
二
十
六

主
税
上
〕

凡
陸
奥
国
七
団
軍
毅
、

主
帳
班
五
人
根
米
、
准
二太
宰
府
統
領

噛
以
二

正
税

一給
之
、

〔巻
二
十
八

兵
部
隼
人
〕

イ

ハ

セ

ミ

ネ

陸
奥
国
駅
馬

雄
野
、
松
田
、
磐
瀬
、
葦
屋
、
安
達
、

湯
日
、
答

コ
シ

イ

タ

テ

ア
ン

カ
シ

越
、
伊
達
、
篤
借
、
柴
田
、
小
野
各
十
疋
、
名
取

サ

イ

ス
ネ

ヤ

シ
カ

マ

玉
前
、
栖
屋
、
黒
川
、
色
麻
、
玉
造
、
栗
原
、
磐

イ

サ
ワ

イ

ワ

キ

エ

井
、
白
鳥
、

胆
沢
、
磐
基
各

五
疋
、

長
有
、
高
野

各
二
疋
、

伝
馬

白
河
・
蕎

・
算

・
刈

田
・

柴

田
・

宮
城
郡

・、

各
五
疋
、

圏

延
長
五
年

(九
二
七
)
に
完
成
し
た

「延
喜
式
」
か
ら
白
河
ー

矢
吹
地
方
に
関
係
深
い
箇
所
を
抄
出
し
た
。
駅
馬
を
置
か
れ
た
雄
野
は

現
在
の
表
郷
村
、
松
田
は
東
村
、
磐
瀬
は
須
賀
川
市
の
地
と
み
ら
れ
て

い
る
。

こ
れ
ら
各
二
疋
の
駅
馬
の
ほ
か
に
白
河
郡
に
は
伝
馬
五
疋
が
お

か
れ
て
い
る
。

一
九

倭
名
類
聚
抄

〔
元
和
古
活
字
本
〕

陸
奥
国
第
九
十
四

白
河
郡
大
村

丹
波

小
野

駅
家

依
上

〔高
山
寺
本
〕

陸
奥
国
第
九
十
四

白
河
郡

松
田

入
野

鹿
田

松
戸

小
田

藤
田

屋 石代
川

長
田

白
川

常
世

高
野

大
村

丹
波

松
田

入
野

鹿
田

石
川

長
田

白
川



小
野

松
田

小
田

藤
田

屋
代

常
世

高
野

依
上

圏

「倭
名
類
聚
抄
」
(和
名
抄
)
は
承
平
年
間

(九
三

一
～
三
七
)

の
成
立

。
そ
の
郡
郷
の
記
戴

に
よ
れ
ば
、
当

時
、
白
河
郡

に
は
大
村

以

下

一
六
郷
が
あ

っ
た
。
の
ち
、
松
田

・
入
野

・
常
世

・
高
野

・
依

上
は

高

野
郡

(
明
治
以
後
東
白
川
郡
)
と

な
り
、
石
川

・
長

田

・
藤

田

・
鹿

田
は
石
川
郡
と
な

っ
た
。
な

お
、
依

上
は
永
禄

(
一
五
五
八
～

七
〇
)

こ
ろ
に
佐

竹
領
と
な

っ
て
常
陸

国
に
属
し

て
い
る
。

露

國

「義
経
記
」
は
南
北
朝
か
ら
室
町
初
期
の
こ
ろ
に
成
立
し
た
戦

記
文
学
で
、
史
料
価
値
は
高
く
な
い
。
前
九
年
の
役
の
う
ち
天
喜
五
年

(
一
〇
五
七
)
こ
ろ
、
源
頼
義
が
矢
吹
町
の
行
方
原
な
ど
で
安
倍
貞
任

と
合
戦
し
た
と
い
う
記
述
で
あ
る
が
、

「陸
奥
話
記
」

(前
九
年
役
後

遠
く
な
い
時
期

の
成
立
)
に
は
こ
の
こ
と
は
全
く
み
え
て
い
な
い
。

第
二
編

古

代

解

説

代 一記録資料一第2編 古

二
〇

義
経
記

巻
第
一
日
本
古
典
文
学
大
系

源

の
頼
義
勅
宣
を
う
け
給

は
つ
て
、
十

一
万
騎

の
軍
兵
を
率

し
て
、

安
倍
を
追
討

の
為
に
陸
奥

へ
下
し
給

ふ
。
駿
河
国

の
住
人
高
橋
大
蔵

太
夫

に
先
陣
を
さ
せ
て
、
下
野
国
い
も
う
と
い
う
と

こ
ろ
に
著

く
。

さだた
う

(阿
津
賀
志
)

貞
任

こ
れ
を
聞

て
、
厨
川
の
城
を
去

っ
て
あ
つ
か
し
ゑ

の
中
山
を
後

(
{
女
連

)

に

(
ゆ
き

が
た

)

に
あ

て
て
、
あ
た
り
の
郡
に
木
戸
を
立
て
、
行
方

の
原
に
馳
せ
向
ひ

て
、
源
氏
を
待

つ
。
大
蔵

の
大
夫
大
将
と
し
て
五
百
余
騎
白
川
関
う

ち
越
え
て
行
方
の
原

に
馳
せ

つ
き
、
貞
任
を
攻
む
。
其
日
の
い
く
さ

あ

さ

か

の
ま

に
う
ち
負
け

て
、
浅
香

の
沼

へ
ひ
き
し
り
ぞ
く
。
伊
達
郡
あ
つ

か
し

(宮

代
)

ゑ

の
中
山
に
た
て
籠

り
、源
氏

は
信
夫
の
里
摺
上
河

の
端
、は
や
し
ろ

と

い
ふ
と
こ
ろ

に
陣
取

っ
て
、

七
年
よ
る
ひ
る
戦
ひ
く
ら
す
に
、
源

氏

の
十

一
万
騎
み
な
討

た
れ
て
、

第
二
編
古
代
の
主
体
は
、

「続
日
本
紀
」
を
は
じ
め
と
す
る
編
纂
物

で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
ら
の
文
献
の
多
く
は
、
国
家
に
よ

っ
て
編
纂
さ
れ
た
全
国
的
な
資
料
で
あ
り
、
本
資
料
編
は
そ
れ
ら
の
な

か
か
ら
矢
吹
地
方
に
関
連
す
る
部
分
を
抄
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
資

料
編
の
抄
出
部
分
の
前
後
を
も
広
く
知
る
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
物
に

直
接
つ
か
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、

一
九
倭
名
類
聚

抄
と
二
〇
義
経
記
の
ほ
か
は
す
ぺ
て

『国
史
大
系
』
本
(吉
川
弘
文
館
)

に
よ
っ
た
。

本
資
料
編
は
、
そ
の
採
録
に
あ
た

っ
て
、
矢
吹
地
方
に
深
い
関
係
を

有
す
る
も
の
に
限
定
す
る
原
則
に
よ
っ
て
い
る
。
よ
り
広
く
福
島
県
地

方
に
関
す
る
古
代
資
料
は

『福
島
県
史
』
第
七
巻

第

一
編
紀
録

(古

代
)
に
、
ま
た
東
北
地
方
全
般
に
関
す
る
古
代
資
料
は
東
北
大
学
東
北

文
化
研
究
会
編

『蝦
夷
史
料
』
お
よ
び

『奥
州
藤
原
資
料
』

(共
に
吉

川
弘
文
館
刊
)
に
そ
れ
ぞ
れ
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
つ
か

れ
る
こ
と
が
便
利
で
あ
る
。
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